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平
成
十

一
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た

『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
四
巻

一
〇
号
に
は
、
特
集

「中
世
文
学
(南
北
朝
室
町
期
)に
み
る
人
間

像
1
そ
の
生
と
愛
、
そ
し
て
死
」
が
組
ま
れ
て
お
り
、
堀
川
貴
司
氏
が

「絶
海
中
津
」
の
項
を
担
当
さ
れ
た
。
氏
の
話
題
は

「明
で
学
ん

だ
文
雅
的
詩
文
」
と

い
う
副
題
の
も
と
、
絶
海
が
明
の
太
祖
高
皇
帝

(洪
武
帝

・
朱
元
璋
。
一
三
二
八
～
九
八
)
と
詩
を
唱
和
し
た

こ
と
に
終
始

し
て
い
る
。

　
　

絶
海
中
津

〔
一
三
三
六
～
一
四
〇
五
〕
の
人
物
評
に
つ
い
て
は
、
夙
く
玉
村
竹
二
氏
が

つ
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

絶
海
は
義
堂
と
同
郷
同
門
で
、
五
山
文
学
の
雄
と
並
称
さ
れ
、
そ
の
影
響
を
う
け
、
相
互
に
敬
愛
し
な
が
ら
、
そ
の
性
格
に
は
正
反

対

の
も
の
が
あ

っ
た
。
義
堂
が
常
識
円
満
な
協
調
の
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
絶
海
は
狂
猫
不
轟
に
し
て
、
感

情
に
激
し
、
妥
協
性

に
乏
し
く
、
異
常

の
正
義
感
を
も

つ
詩
人
肌
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
足
利
義
満
と
相
性
う
こ
と
も
再
三
で
あ
り
、
隠
遁
癖
と
流
浪

性

も
相
当
に
強
か

っ
た
。

(下
略
)
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こ
の
評
言
は
す
で
に
定
着
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
が
、
た
と
え
ば
、
絶
海
が
晩
年
、
足
利
義
満

〔
一
三
五
八
～

一
四
〇
八
〕
と
親
密
な
間

柄
に
あ

っ
た
こ
と
や
、
霊
松
門
派

(勝
定
門
派
と
も
言
う
)
の
派
祖
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
右

の
絶
海
像
か
ら
は
想
像
し
に
く
い
の
で

は
な

い
だ
ろ
う
か
。
稿
者
は
、
右

の
絶
海
像
が
、
弟
子
の
叔
京
妙
祁
が
撰
述
し
た
と
さ
れ
る

『
仏
智
広
照
浄
印
栩
聖
国
師
年
譜
』
(以
下
、
『仏

　　
　

智
年
譜
』
と
略
す
)
に
引
き
ず
ら
れ
て
の
評
価
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
以
下
に

『仏
智
年
譜
』
の
記
事
本
文
を
抄

出
し
、
絶
海
の

「狂

　　
　

猜
不
轟
」
な
る
さ
ま
を
確
認
し
て
み
た
い
。
①
～
③
の
番
号
は
私
に
施
し
た
。
な
お
、
「狂
猜
」
と
い
う
語
は
、
『
論
語
』
子
路
第
十
三
の

と
も

か

「子
曰
わ
く
、
中
行
を
得
て
之
れ
と
与
に
せ
ず
ん
ば
、
必
ず
や
狂
猜
乎
。
狂
者
は
進
み
取
る
。
猜
者
は
為
さ
ざ
る
所
有
る
也
」
に
よ
る
。
『
正

　　
　

ま
さ

法
眼
蔵
』
第
六
十
六

・
三
昧
王
三
昧
に
は

「応
に
是
の
如
く
坐
す
べ
し
。
或
い
は
外
道

の
輩
、
或

い
は
常
に
翅
足
し

て
道
を
求
む
る
、
或

い
は
常
に
立
ち
て
道
を
求
む
る
、
或
い
は
荷
足
し
て
道
を
求
む
る
、
是

の
如
き
の
狂
猜
心
は
邪
海
に
没
す
、
形
安
穏
な
ら
ず
」
と
い
う
用

例
が
あ
り
、
並
は
ず
れ
て
志
が
高
く
、
そ
の
志
を
遂
げ
ん
と
す
る
意
志
の
堅
い
こ
と
を
言
う
よ
う
で
あ
る
。

①
文
和
二
年
癸
巳
。
師
年
十
八
。
蝸
錫
於
東
山
建
仁
㍉

存
指
義
堂
。
枯
先
覚
。
勲
月
舟
。
寿
天
錫
等
。
同
慕
聴
山
和
尚
之
高
興

往
而

依
之
。
次
大
林
和
尚
董
東
山
席
。
偉
師
登
侍
薬
職
。
師
凡
隷
東
山
。
恰
閲

一
紀
。
錐
風
雨
寒
暑
。
未
曾
怠
禅
諦
。
毎
更
主
法
住
持
。

レ

ニ

一

三

二

一

二

一

二

一

二

一

三

二

一

レ

ニ

一

皆
美
而
為
精
進
憧
爾
。

こ

　

【注
】
「信
義
堂
」
は
義
堂
周
信
、

「枯
先
覚
」
は
先
覚
周
情
、
「勲
月
舟
」
は
月
舟
周
勲
、
「寿
天
錫
」
は
天
錫

周
寿
、

「龍
山
和
尚
」

は
龍
山
徳
見
、
「大
林
和
尚
」
は
大
林
善
育

の
こ
と
で
あ
る
。

*

*

②

(康
暦
)

二
年
庚
申
。
師
歳
四
十
五
歳
。
春
赤
松
氏
将
法
雲
聴
師
。
挙
汝
森
佐
公
代
之
。
秋
以
鈎
選
開
法
甲
斐
州
乾
徳
山
恵
林
禅
寺
。

二

一

レ

ニ

一

レ

ニ

一

二

一

九
月
初
三
日
就
魚
山
雲
居
庵
受
詮魂

十
月
八
日
入
寺
。
凡
在
京
師
相
陽
端
有
名
之
英
柄
雲
集
。
寺
屋
殆
乎
鉦
薪
貯容
。
師
逐
距
之
。
孜

孜
誘
抜
也
。
学
徒
参
叩
。
禅
宴
絵
暇
請
而
講
法
華
榜
厳
円
覚
等
。
縞
素
聴
衆
汎
溢
　
。
蓋
師
旺
化
権
輿
干
此
　
。

こ

　

　

　

【注
】
「汝
森
佐
公
」
は
汝
森
妙
佐
の
こ
と
で
あ
る
。
「赤
松
氏
」
に

つ
い
て
は
、
『延
宝
伝
灯
録
』
や

『
本
朝
高
僧
伝
』
に
記
さ
れ
て



日記 類 に見 る絶 海 中津 一「坦率の性」に注 目して一

 

3

い
る
よ
う
に
赤
松
義
則
の
こ
と
で
あ
る
。

*

*

③
至
徳
元
年
甲
子
。
師
四
十
九
歳
。
師
力
任
宗
柄
。
議
論
公
評
刺
挙
無
所
避
。
適
以
直
言
杵
相
公
之
旨
。
師
長
揖
而
去
。
夏
六
月
隠
干
二

}

二

一

二

「

レ

レ

ニ

摂

之
銭
原
云
云
。

　

【注
】
「相
公
」
は
足
利
義
満

の
こ
と
で
あ
る
。

絶
海

は
文
和
二
年

〔
一
三
五
三
〕
、
建
仁
寺
に
掛
錫
し
、
貞
治
三
年

〔
一
三
六
四
〕
に
関
東
に
赴
く
ま
で
の
約
十
二
年
間
、
同
寺
に
お

い
て
修

行
を
し
た
の
だ
が
、
風
雨
と
い
え
ど
も
、
寒
暑
と
い
え
ど
も
、
坐
禅
、
論
経
を
怠
ら
ず
、
住
持

(龍
山
徳
見
等
)
が
替
わ
る
ご
と
に
絶
海

の
こ

と
を

「精
進
憧
」
と
称
さ
な
い
も
の
は
い
な
か

っ
た
と
い
う

(①
)
。
ま
た
、
康
暦

二
年
〔
一
三
八
〇
〕
に
甲
斐
の
恵
林
寺
に
入
寺
し
た
絶
海

の

許
に
は
、
京
都
や
相
模
の
有
名
な
僧
が
大
勢
集
ま
り
、
寺
内
に
収
容
し
切
れ
な
い
ほ
ど
だ

っ
た
が
、
絶
海
は
拒
む
こ
と
な
く
彼
ら
を
教
化

し
、
坐
禅

の
余
暇
に
は

『
法
華
経
』
『首
樗
厳
経
』
『
円
覚
経
』
等

の
講
義
を
し
た
(②
)。
至
徳
元
年
〔
;
天

四
〕
六
月
に
は
義
満
に
直
言
し

て
そ
の
意
に
逆
ら

い
、
摂
津

の
銭
原
(大
阪
府
茨
木
市
)
に
隠
棲
し
た
と

い
う
(③
)
。
こ
れ
ら

の
記
述
に
は
、
直
情
径
行
的

で
、
か

つ
脱
俗
的

な
絶
海

の
姿
の

一
面
が
描
か
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

禅
僧

の
年
譜
類
を
概
観
す
る
と
、
禅
僧
個
人
の
誕
生

・
修
行
期

・
社
会
活
動
期

・
死
没
と

い
っ
た
、
言
わ
ば
外
的

(公
的
)
な
部
分
が

　　

主
と
し

て
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
今
泉
淑
夫
氏
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
年
譜
と
い
う
も
の
は
、
総
じ
て
、
弟
子
が
師
匠
の
履
歴
を

記
述
す

る
と
い
う
性
格
上
、
時
に
は
事
実
を
省
略
し
、
時
に
は
事
実
を
誇
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な

か
で
、
稿
者
が
注

目
す
る

の
が
、
絶
海
が
活
躍
し
た
当
時
の
日
記
類
で
あ
る
。
絶
海
自
身
は
日
記
を
残
し
て
い
な

い
が
、
法
兄
義
堂
周
信

〔
一
三
二
五
～
八
八
〕

　　
　

の
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
(以
下
、
『
日
工
集
』
と
略
す
)
や

『臥
雲

日
件
録
抜
尤
』
(以
下
、
『抜
尤
』
と
略
す
)
等
に
彼
は
し
ば

し
ば
登
場
し
、
日

常
生
活

の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
内
的

(私
的
)
な
部
分
を
露
呈
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
日
記
類
に
登
場
す
る
絶
海
に
注
目
し
て
、

い
ま

一
度
、
絶
海

の
人
間
像
に
つ
い
て
考
え
、
彼
の
作
品
世
界

へ
入

っ
て
い
く
契
機
と
し
た
い
。
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日
記
類
に
見
る
絶
海
中
津

『
日

工
集

』

貞

治

五

年

〔
一
三
六
六
〕
七
タ

条

ー

　　

ま
ず

『
日
工
集
』
貞
治
五
年
七
夕
条
を
引
用
す
る
。

七
夕
、
無
外

・
大
照
五
六
人
来
遊
聯
句
、
々
未
央
、
聴
売
瓜
声
、
乃
命
侍
衣
令
買
之
、
少
頃
出
謂
、
瓜
太
半
熟
損
、
不
能
取
之
、
句

　

こ

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

詑
客
去
、
侍
衣
日
、
初
取
茗
以
浴
具
、
亦
無
質
可
買
瓜
、
是
以
謂
之
熟
損
、
余
咲
日
、
真
箇
薄
福
住
山
　
、

　

　

　

　

　

こ

　

レ

【注
】

「無
外
」
は
無
外
円
方
、
「大
照
」
は
大
照
円
臨

(熈
)
の
こ
と
で
あ
る
。

内
容

に
入
る
前
に
、
本
文
中
の

「侍
衣
」
す
な
わ
ち
衣
鉢
侍
者
に
関
す
る
人
物
考
証
を
行

っ
て
お
き
た
い
。
朝
倉

尚
氏

「禅
林
聯
句
略

　　
　

史
ー
義
堂
周
信
と
そ
の
前
後
ー
」
で
は
、
こ
れ
を
絶
海
中
津
と
し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
他
書

(蔭
木
英
雄
氏

『訓
注

空
華
日
用
工
夫

略
集
』
等
)
に
は
全
く
指
摘
が
な

い
。
な
お
朝
倉
尚
氏
も
、
論
の
進
行
上
、
充
分
な
考
察
を
加
え
て
お
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
直
前
の
記
事

を
引
用
す
る
。

五
月
二
十
二
目
、
善
福
公
帖
至
　
、
余
以
府
命
厳
、
固
辞
不
獲
、
乃
領
寺
事
、
津
侍
者
時
在
室
中
、
掌
吾
衣
鉢
簿
、

こ

　

　

こ

　

　

　

　

こ

六
月

一
日
、
入
院
、
蓋
先
国
師
哉
化
之
後
、
余
遠
来
干
海
東
、
都
元
帥
左
武
衛
将
軍
、
以
法
門
昆
仲
、
法
義
甚
厚
、
遊
従
朝
夕
、
互

こ

　

こ

　

忘
形
躰
、
故
特
下
鈎
帖
、
開
堂
演
法
、
津
侍
者
号
要
関
、
告
別
将
游
江
南
、
余
草
先
国
師
行
状
而
付
之
日
、
蓋
聞
大
明
之
朝
、
有
文

　

こ

　

こ

　

　

　

こ

　

こ

へ

　

　

こ
人
宋
景
擁
者
、
呈
此
以
求
碑
文
井
銘
詞
、
夏
末
、
余
亦
謝
寺
事
、

へ

　

　

　

こ

　

【注
】
玉
村
氏
や
蔭
木
氏
は

「夏
末
、
余
亦
謝
寺
事
、」
と
い
う
く
だ
り
を
改
行
さ
れ

て
い
た
が
、
「六
月

一
日
、
入
院
、」
と
の
対
応

こ

　

関
係
や
、

つ
ぎ
に
七
夕
条
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
改
行
し
な
い
。
内
閣
文
庫
本
で
も
、
六
月

一
日
条
に
記
さ

れ

て
い
る
。

「津
侍
者
」
「要
関
」
は
絶
海
(要
関
)
中
津
、
「先
国
師
」
は
夢
窓
疎
石
、
「都
元
帥
左
武
衛
将
軍
」
は
足
利
基

氏
の
こ
と
で
あ
る
。

『仏
智
年
譜
』
に
よ
る
と
、
絶
海
が
京
都
か
ら
関
東

へ
赴
い
た
の
は
、
貞
治
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
絶
海

は
建
長
寺
に
籍
を
置
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い
て
、
青
山
慈
永

(第
三
+
八
世
)
や
大
喜
法
析

(第
三
+
九
世
)
の
許
で
修
行
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
年
の
五
月
二
十

二
日
に
義
堂
が
海
雲

山
善
福

寺

(鎌
倉
市
由
井
に
位
置
し
て
い
た
が
、
現
在
は
廃
寺
)
の
公
帖
を
受
け
、
六
月

一
目
に
入
院
し
た

の
に
随

っ
て
、
同
寺
に
お
い
て
衣
鉢
侍

者
を
勤

め
た
と
い
う
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、
絶
海
が
善
福
寺
に
滞
在
し
た
期
間
で
あ
る
。
五
月

二
十
二
日
条
に

「津
侍
者
、

時
に
室

中
に
在
り
、
吾
が
衣
鉢
簿
を
掌
る
」
と
あ
り
、
六
月

一
日
条
に

「津
侍
者
、
要
関
と
号
す
。
別
れ
を
告
げ
て
、
ま
さ
に
江
南
に
游

ば
ん
と
す
。
云
々
」
と
あ
る
が
、
絶
海
は
六
月

一
日
に
、
実
際
に
善
福
寺
を
退
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
将
来
的
に
中
国
に
遊
学
す
る
意
志

が
あ
る

こ
と
を
義
堂
に
告
げ
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
義
堂
が
善
福
寺
に
住
持
と
し
て
入

っ
た
と
同
時

に
、
絶
海
は
衣
鉢
侍

者
を
勤

め
る
こ
と
な
く
、
同
寺
を
退
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
後
年
、
義
堂
は
義
満
に
向
か

っ
て
、
「絶
海
と
余
と
里
閏
を
同
じ
く

わ
か

し
、
少
き
よ
り
床
席
を
共
に
す
。
嘗

て
関
東
に
在
る
こ
と
幾
年
、
余
、
善
福
に
住
す
。
余
が
為
に
衣
鉢
閣
に
侍
す
」
(『
日
工
集
』
永
徳
二
年
+

月
廿
九
日
条
)
と
述
懐
し
て
い
る
し
、
実
際
に
絶
海
が
入
明
し
た
の
も
、
二
年
後
の
応
安
元
年

〔
一
三
六
八
〕
の
こ
と
な

の
で

(『仏
智
年
譜
』)
、

絶
海
は
、
義
堂
が
退
院
す
る
頃
ま
で
同
寺
に
滞
在
し
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
『
目
工
集
』
に
は

「夏
末
、
余
、
亦
寺
事
を
謝
す
」

　　
　

と
あ
り
、
夏
安
居

の
解
制

(七
月
+
五
日
)
の
頃
に
義
堂
が
退
院
し
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
義
堂

の

『空
華
集
』
巻
第
三

に
は

[丙
午
冬
。
斬足
出
海
雲
游
京
師
。有
作
]
と
い
う
詩
が
あ
り
、
巻
第
十
二
に
は
、

こ

　

こ

　

　

余

丙
午
冬
出
海
雲
游
干
京
賛
。
館
干
六
角
大
慈
精
舎
。
始
識
玉
岡
於
主
人
物
先
格
公
之
右
。
時
也

玉
岡
年
方
十
六
七
。
(下
略
)

二

一

二

一

二

一

二

一

[玉
岡
唱
和
詩
序
]

【注
】

「玉
岡
」
は
玉
岡
如
金
、
「物
先
格
公
」
は
物
先
周
格

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「丙
午
」
は
貞
治
五
年
に
あ
た
る
。

お
　

と
い
う
文
章
が
あ
る
。
玉
村
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

『
日
工
集
』

の
康
永
元
年
か
ら
貞
治
五
年
ま
で
の
記
事
は
、
明
ら
か
に
義

堂
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
日
記
体
で
は
な
く
、
自
歴
譜
体
の
追
憶
記
で
甚
だ
簡
潔
な

の
で
、
今
見
て
き
た
よ
う
な
曖
昧
な

記
述
も
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
以
下
に

「侍
衣
」
を
絶
海
中
津
と
特
定
し
て
、
先
に
挙
げ
た
貞
治
五
年
七
夕
条
を
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。
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こ
の
目
、
義
堂
の
許
に
、
無
外
円
方
や
大
照
円
臨
を
は
じ
め
と
し
て
、
五
、
六
人
の
僧
が
遊
び
に
来

て
、
聯
句
に
興
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、

外
か
ら
瓜
売
り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
早
速
、
義
堂
は
衣
鉢
侍
者

で
あ
る
絶
海
に
、
瓜
を
買

っ
て
く
る
よ
う
に
命

じ
た

の
で
あ
る
が
、

し
ば
ら
く
し
て
絶
海
が
戻

っ
て
き
て
言
う
こ
と
に
は
、
瓜
の
大
半
は
熟
損
し
て
い
た
の
で
、
買
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
の
こ
と
。
実

の
と

こ
ろ
は
、
先
に
茶
を
買
う
た
め
に
浴
具
を
質
に
入
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
も
は
や
善
福
寺
に
は
、
瓜
を
買
う
た

め
に
質
に
入
れ
る
も

の
さ
え
残

っ
て
お
ら
ず
、
絶
海
は
機
転
を
き
か
せ
て
、
急
場
を
凌
ぐ
た
め
に
熟
損
の
所
為
に
し
た
の
で
あ
る
。
句
会

が
終
わ
り
、
客
人
が

去

っ
た
後
、
絶
海
か
ら
舞
台
裏
を
知
ら
さ
れ
た
義
堂
は
、

「善
福
」
に

「薄
福
」
を
か
け
て
、
寺

の
貧
乏
を
笑

っ
た
と

い
う
。
こ
の
逸
話
か

ら
は
、
絶
海

の
機
知
に
富
ん
だ

一
面
と
、
繊
細
で
思
い
や
り
の
あ
る

一
面
と
が
窺
わ
れ
る
。
絶
海
は
他
人
の
前
で
寺
の
台
所
事
情
を
話
し
、

住
持

で
あ
る
義
堂
に
恥
を
掻
か
せ
た
く
な
か

っ
た
た
め
、
気
の
利
い
た
嘘
を

つ
い
た
の
だ
ろ
う
。

二

『
日

工
集

』

至

徳

三
年

〔
一
三
八
六
〕
十

月

廿

九

日

、

晦

日
条

先

に
少
し
触
れ
た
が
、
絶
海
は
至
徳
元
年
六
月
、
義
満
に
逆
ら

っ
て
彼

の
怒
り
を
買
い
、
摂
津
の
銭
原
に
隠
棲
し
た
。
そ
の
後
は
、
摂

津
有

馬
の
鈴
羊
谷

(牛
隠
庵
)、
讃
岐
の
普
済
院
、
阿
波

の
宝
冠
寺
と
住
居
を
転
々
と
し
た
の
だ
が
、
義
満
の
度
重
な
る
帰
京
要
請
も
あ

っ
て
、

翌

二
年
十
二
月
二
十
五
日
に
帰
洛
し
、
等
持
寺
に
入
寺
し
た

(『仏
智
年
譜
』。
た
だ
し
、
『日
工
集
』
で
は
至
徳
三
年
三
月
入
日
に
帰
洛
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
)
。
こ
う
し
た
絶
海
と
義
満

の
関
係
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
目
工
集
』
至
徳
三
年
十
月
廿
九
日
、
晦
日
条
を
引
用
し
て
み
た

い
。

十
九
日
、
本
院
請
府
君
、
為
紅
葉
会
也
、
是
日
、
府
君
面
責
播

・
柱

二
侍
者
不
請
暇
夜
宿
雲
門
之
罪
、
接
出
相
国
寺
云
々
、

こ

　

こ

　

　

　

　

こ

　

よ

こ

　

晦

日
、
余
往
等
持
、
将
謝
府
君
昨
日
之
臨
駕
、
府
君
不
赴
仏
事
会
、
蓋
為
絶
海
昨
於
常
在
院
救
播

・
柱
二
侍
者

也
、
余
参
府
、
々
君

こ

　

　

こ

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

告
余
以
今
日
不
赴
等
持
仏
事
之
趣
、
又
日
、
等
持
長
老
不
来
謝
云
々
、余
復
再
往
等
持
、
詳
説
府
君
不
来
之
事
、
絶
海
急
参
府
、
謝
官

　

　

こ

　

　

こ

　

こ

　

　

　

　

　

レ
旅
不
入
寺
也
、

二

一
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【注
】

「本
院
」
は
後
円
融
上
皇
、
「府
君
」
「官
旛
」
は
足
利
義
満
、

「等
持
長
老
」
は
絶
海
中
津
、
「播
侍
者
」
は
叔
英
宗
播

の
こ
と

で
あ
る
。
「柱
侍
者
」
に

つ
い
て
は
未
詳
。

二
十
九
日
、
義
満
は
、
播
侍
者

(叔
英
宗
播
)
と
柱
侍
者
が
無
断
で
雲
門
庵

(太
清
宗
清
が
南
禅
寺
山
内
に
建
立
し
た
塔
頭
)
に
宿
泊
し
た
こ
と

を
面
責

し
て
、
二
人
を
相
国
寺
か
ら
追

い
出
し
た
と
い
う
。
『禅
林
象
器
箋
』
(無
著
道
忠
著
)
に
よ
る
と
、
「請
暇

(假
)」
と
は
、
私
用
の
た

め
に
許
可
を
得

て
外
出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
期
限
は
、
古
規
で
は
十
五
日
以
内
と
さ
れ
て
い
た
。
義
堂
も

『
日
工
集
』
の
な
か
で
、
「請
暇

せ
ず
し

て
他
寺
に
宿
す
る
は
、
叢
規
を
凌
侮
す
る
な
り
」
(嘉
慶
元
年
九
月
士

二
日
条
)
と
言

っ
て
、
弟
子
た
ち
を
諌
め
て
い
る
。
播
侍
者
と
柱

　
　
　

侍

者

に

つ
い

て

は

、

太

白

真

玄

〔
一
三
五
七
～

一
四

一
五
〕

の

『
峨

眉

鴉

臭

集

』

に

つ
ぎ

の
よ

う

な

文

章

が

あ

る

。

　ぽ
　

源
相
君
。
吐
握
鯨
暇
。
推
誠
仏
氏
之
道
。
而
相
収
於
王
舎
城
北
。
鼎
建

一
大
精
舎
。
額
日
相
国
。
建
金
碧
輪
奥
之
美
尽
　
。
丙
寅
冬
。

へ

こ

へ

こ

へ

こ

へ

こ

陞
寺
。
歯
諸
西
山
甲
下
。
東
山
乙
上
。
且
抜
取
大
方
名
維
二
百
枚
。
而
安
焉
。
吾
門
日
播
。
日
柱
。
持
在
其
首

選
。
蓋
夫
以
。
二
人

　

こ

　

　

　

　

　

　

こ

　

者
。
歳
僅
弱
冠
。
而
高
才
美
誉
過
人
也
遠
　
。

(下
略
)

[贈
播
柱
二
上
人
]

　

こ

　

【注
】
玉
村
氏

『
五
山
禅
林
宗
派
図
』
(思
文
閣
出
版
、
昭
六
〇
)
に
よ
る
と
、

一
山
一
寧

..村
友
梅

太
清
宗
清

一

難

撤

と
あ
る
。
ま
た
、

「丙
寅
」
は
至
徳
三
年
に
あ
た
る
。

義
満

は
相
国
寺
を
建
立
す
る
に
あ
た

っ
て
、
広
く
禅
林
に
そ
の
人
材
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
選
り
す
ぐ

っ
た

二
百

人
も
の
名
の
聞

こ
え

た
僧
の
な
か
で

「首
選
」
に
あ

っ
た
の
が
、
播
侍
者
で
あ
り
、
柱
侍
者
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
義
満
は
こ
の
二
侍
者
に
目
を
か
け

て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

話
は

『
日
工
集
』
に
戻
る
。
晦
日
、
義
満
が
等
持
院
忌

(足
利
尊
氏
の
月
忌
)
を
欠
席
す
る
と
い
う
。
と
、
い
う
の
も
、
昨
晩
、
等
持
寺

の

住
持
で
あ
る
絶
海
が
、
義
満
に
相
国
寺
を
追
い
出
さ
れ
た
例

の
二
侍
者
を
常
在
光
院
に
泊
め
て
や

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
義
満
が
処
罰
し
た
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二
侍
者
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
義
満

の
意
志
に
対
し
て
叛
意
を
表
わ
す
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
絶
海
に
は
義
満
に
逆
ら

っ
た

前
歴
が
あ
り
、
義
満
が
激
昂
す
る
の
も
尤
も
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
絶
海
が
、
玉
村
氏
の
言
う

「異
常
の
正
義
感
」
を
も

っ
て
義
満
に
背

い

た
か
と
言
う
と
、
義
堂
が
義
満
欠
席
の
詳
細
を
説
明
す
る
と
、
彼
は
急

い
で
参
府
し
て
謝
罪
し
て
お
り
、
そ
れ
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
二
侍
者
が
義
満
に
相
国
寺
を
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
認
識
が
絶
海
に
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
こ
の
話
も
、

彼
の
持

つ
や
さ
し
さ
が
窺
え
る
逸
話
と
言
え
よ
う
。

三

『
抜

尤

』

宝

徳

元
年

〔
一
四
四
九
〕
七

月

十

一
日

条

　ね
　

『
抜
尤
』
宝
徳
元
年
七
月
十

一
日
条
を
引
用
す
る
。

十

一
日
、
1
中
正
蔵
主
来
、
因
日
、
公
府
特
携

一
室
、
命
諸
老
作
画
障
詩
、
便
出
示
画
本
、
蓋
観
爆
図
也
、
為
之
進
点
心
、
茶
罷
閑

　

　

　

　

こ

　

こ

　

　

　

　

　　
ね

話
、
汲
牲
事
者
多
　
、
日
「
土日
日
常
光
国
師
、
据
漉
萸
時

留
欄
寺
兄
弟
点
心
、
存
艶
海

.
太
岳
等
湘
謀
、
拙
数
十
題
、
続
狗
盛

損

先
裂
播
搾

喪

各
鍵

端
嶺

塁

大
盆
矧

喚

.
墜

屠

、
.
已
題
工

又
稽

畢

盆
竣

別
人
整

、
誰

向

蓋
皆
七
言
八
句
也
、
間
有
人
不
対
得
者
、
絶
海

・
太
岳
、
検
出
対
之
成
篇
、
就
中
有
詠
鴉
詩
、
其
句
日
、
莫
食
臭
肉
窺
城
市
、
絶
海

　

　

　

よ

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

　　
　

　

謂
某
日
、
此
観
中
句
欺
、
醜
於
其
面
也
、
某
日
、
太
年
句
也
、
太
年
有
噺
色
、
絶
海
亦
以
為
言
、
失
、
蓋
絶
海
於
観
中
、
毎
々
戯
言
、

　

　

　

　

　

　

こ

こ

　

ホ

汝

相

忘

、

絶

海

命

観

中

対

此

句

、

観

中

日

、

好

入

垂

楊

送

夕

暉

、

絶

海

以

為

美

　

、
又

以

紙

為

題

、

詩

有

千

杵

砧

中

如

白

雪

之

句

、

一ぎ

一

二

一

二

一
二

一

レ

レ

レ

下

二

一

上

況
刃
此
者
「
絶
海
命
汰
岳
一対
、
々
似
一一
揮
毫
下
騰
圭目
璃

絶
海
亦
為
臨善
　
、
如
匹此
之
事
、
近
時
羨
聞
、
可
尾慨
也

、
1

　　
　

【注
】
「中
正
蔵
主
」
は
仲
方
中
正
、

「公
府
」
は
足
利
義
政
、
「常
光
国
師
」
は
空
谷
明
応
、
「太
岳
」
は
大
岳
周
崇
、
「観
中
」
は
観

　　
　

中
中
諦
、

「太
年
」
は
大
年
祥
登
の
こ
と
で
あ
る
。

　お
　

仲
方
中
正
の
懐
古
談
に
よ
る
と
、
昔
日
、
空
谷
明
応
が
鹿
苑
院
に
お
い
て
、
絶
海
や
大
岳
周
崇
等
と
と
も
に
探
題
対
句

の
詩
会
を
催
し



た
。
「
鴉
を
詠
ず
」
と
い
う
詩
題
の
時
、
大
年
祥
登

の

「臭
肉
を
貧
り
、
城
市
を
窺
ふ
こ
と
莫
れ
」
と
い
う
句
を
、
絶
海
は
観
中
中
諦
が
付

け
た
と
勘
違

い
し
、

「此
れ
観
中
の
句
か
。
其
の
面
よ
り
も
醜
し
」
と
言

っ
た
の
で
、
大
年
は
恥
ず
か
し
が
る
し
、
絶

海
も
ま
た
、
事
実
を

知

っ
て

こ
と
ば
を
失

っ
た
と
い
う
。
こ
の
逸
話
か
ら
は
、
絶
海

の
機
知
を
愛
す
る

一
面
と
、
案
外
不
用
意
な

一
面
と
が
窺
わ
れ
る
。
絶
海

と
観
中

は
冗
談
を
言
い
合
え
る
親
密
な
間
柄
だ

っ
た
ら
し
く
、
絶
海
の

『蕉
堅
藁
』
に
も

[ま
さ
に
近
県
に
往
か
ん
と
し
て
、
観
中
外
史

　
む
　

に
留
別
す
]
(五
三
)
や

[観
中
を
懐
ふ
も
至
ら
ず
]
(八
六
)
と
い
う
詩
が
見
ら
れ
る
。
絶
海
は
そ
の
後
、
観
中
に
句
を
付

け
る
よ
う
に
命
じ
、

観
中
の
付
け
た

「好
し
、
垂
楊
に
入
り
て
、
夕
暉
を
送
ら
ん
に
」
と
い
う
句
を
誉
め
た
た
え
て
い
る
。
こ
の
詩
会

の
場

の
雰
囲
気
は
和
気

藷
々
と

し
て
お
り
、
絶
海
も
違
和
感
な
く
融
け
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

日記類 に見 る絶 海 中津 一「坦率の性」に注 目して一

 

9

四

坦
率
の
性

今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
、
以
上
の
三
例
し
か
詳
細
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
渉
、
絶
海
の
機
知
に
富
ん
だ

一
面
や
、
繊
細

で
や
さ
し
い

一
面
、
ま
た
意
外
に
思
慮

の
足
り
な

い

一
面
な
ど
が
窺
わ
れ
た
。
『
日
工
集
』
は
同
郷
同
門
で
あ
る
義
堂

の
日
記
な

の
で
、
絶
海
は
頻
繁
に

登
場
す
る
。
前
掲
箇
所
の
ほ
か
に
も
、
甲
斐

の
恵
林
寺
入
院
を
前
に
し
て
、
建
仁
寺

の
義
堂
の
許
を
訪
れ
、
夜
通
し
話

を
し
た
こ
と

(康
暦

二
年
九
月
+
四
日
条
)
、
甲
斐
か
ら
帰
洛
し
た
後
、
義
堂
が
義
満
と
交
渉
し
た
結
果
、
書
簡
で
住
居

(鹿
苑
院
)
が
決
ま

っ
た

こ
と
を
告
げ
る
と
、

わ
ざ
わ
ざ
等
持
寺

の
義
堂
の
許
ま
で
来
て
お
礼
を
述
べ
た

こ
と

(永
徳
三
年
九
月
+
六
日
条
)、
義
堂

の
臨
終
に
際
し
て
、
最

後
ま
で
病
床
で
看

病
し
た

こ
と

(嘉
慶
二
年
四
月
三
日
条
)
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
『
抜
尤
』
は
、
現
在
は
散
侠
し
て
い
る
瑞
渓
周

鳳

〔
一
三
九
一
～
一
四

七
三
〕
の
原
日
記
を
、
惟
高
妙
安

二

四
八
〇
～
一
五
六
七
〕
が
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
瑞
渓
は

(絶
海
の
)
法
弟
無
求
周
伸
の
弟
子
な
の
で
、

絶
海
が

『抜
尤
』
に
登
場
す
る
の
は
、
懐
古

(回
顧
)
談
に
お
い
て
で
あ
る
。
前
掲
箇
所
の
ほ
か
に
も
、
義
堂
と

「釣

を
罷
め
、
帰
り
来

た
り
て
、
船
を
繋
が
ず
」
(『一二
体
詩
』
[江
村
即
事
]
司
空
曙
)
と
い
う
句
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と

(享
徳
元
年
八
月
九
日
条
)
、
仲
方
円
伊

〔
一
三
五
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四
～
一
四
一
三
〕
に
招
か
れ
て
、
大
岳
や
観
中
等
と
今
熊
野
の
永
安
院
を
訪
れ
、
東
福
寺
の
榜
厳
頭
で
あ
る
迫
元
普
慶
の
破
題
で
聯
句
を
し
た

こ
と

(享
徳
二
年
二
月
+
七
日
条
)、

つ
ね
に
太
白

の
疏
語
を
添
削
し
て
い
た

こ
と

(寛
正
三
年
+
二
月
五
日
条
)
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。

さ

て
、
こ
れ
ま
で
日
記
類
に
見
て
き
た
よ
う
な
絶
海

の
性
格
は
、
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な

こ
と
ば
で
形
容
さ
れ
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
稿
者
は

「坦
率
」
と
い
う
語
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
典
拠
は

『
日
工
集
』
至
徳
三
年

二
月
三
日
条
に
あ
る
。

二
月
三
日
、
(中
略
)
又
話
及
絶
海
事
、
府
君
謂
余

日
、
絶
海
在
下
国
、
居
処
身
事
果
如
何
哉
、
余
日
、
或
人
伝

、
絶
海
今
在
海
国
村

こ

　

　

こ

　

　

堪

寂
實
枯
淡
、
然
訟
嶺
学
禅
踊
、
無
二
一
所
越
捲
、
君
日
「
在
国
既
吸
一一
両
運

上
環

其
可
也
、
余
日
、
絶
海
性

坦
率

而
杵
需
巳唄

暫
置
田
里
、
要
有
所
懲
、
君
笑
日
、
是
乃
和
尚
老
婆
心
也
、
早
欲
和
尚
以
専
使
喚
、
余
日
、
諾
　
、
飯
井
茶
罷
、
府
君
還
駕
、
相
揖

二

一

レ

レ

レ

下

二

一

上

日
、
明
日
礼
謝
参
府
、
必
可
侃
吾
帯
来
云
々
、

　

　

　

よ

こ
れ
は
義
堂
が
住
持
を
勤
め
る
南
禅
寺
で
催
さ
れ
た
和
漢
聯
句
会
の
席
上
で
、
義
満

の
話
題
が
、
絶
海
に
及
ん
だ
場
面
で
あ
る
。
義
満

は
義
堂

に
対
し
て
、
阿
波

(宝
冠
寺
)
に
お
け
る
絶
海

の
近
況
を
尋
ね
た
り

(「絶
海
、
下
国
に
在
り
。
居
処
、
身
事
、
果
た
し
て
如
何
ぞ
や
」)、
そ
の

帰
洛
を
許
可
し
て
お
り

(「在
国
、
既
に
一
両
年
に
及
ぶ
。
京
に
上
ら
ば
、
其
れ
可
な
り
」)、
明
ら
か
に
絶
海
の
上
京
を
早
急
に
望
ん
で
い
る
様
子
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
義
堂
は
、
義
満
の
気
持
ち
を
殺
が
な

い
よ
う
に
、
そ
し
て
絶
海

の
帰
洛
が
叶
う
よ
う
に
、
前
者

の
問
い
に
は

「或

る
人
伝

ふ
、
絶
海
、
今
海
国
の
村
院
に
在
り
。
寂
箕
枯
淡
、
然
れ
ど
も
、
道
学
禅
調
に
於

い
て

一
も
退
倦
す
る
所
無
し
、
と
」
、
後
者

の
問

さ
か
ら

こ

い
に
は

「絶
海
、
性
、
坦
率
に
し
て
、
君
の
旨
に
杵
ふ
。
暫
く
田
里
に
置
き
、
懲
ら
し
む
る
所
有
る
を
要
す
」
と
答

え
、
義
満
の
様
子
を

う
か
が

っ
て
い
る
。
結
果
、
義
満
は
、
「是
れ
乃
ち
和
尚

の
老
婆
心
な
り
」
と
冗
談
を
交
え
な
が
ら
、
絶
海
の
召
喚
を
決
定
し
た
。

義
堂

は
、
絶

海
が
義
満
に
逆
ら

っ
た
例
の
事
件
を
振
り
返

っ
て
、
義
満
に

「絶
海
、
性
、
坦
率
に
し
て
、
君
の
旨

に
件
ふ
」
と
述

べ
て

い
る
。
義
堂
が
実
際
、
義
満
に
対
し
て
言

っ
た
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
日
記

(『日
工
集
』)
に
記
し
た
か
ど
う
か
、
い
さ
さ
か
疑
問
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
か
え

っ
て
客
観
的
な
絶
海
評
価
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
稿
者
は

「坦
率
」
と
い
う
語
の
用
例
を
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の

箇
所
以
外
に
、
抄
物
類
は
別
と
し
て
、
わ
が
国
の
文
献
に
見
出
し
得

て
い
な
い
。
中
国
の
文
献
に
は
史
書
の
類
や
、
杜
甫
、
蘇
載
、
陸
游
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の
詩
な
ど
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
～
⑩
の
番
号
は
私
に
施
し
た
。

　ま

①

『
音
書
』
巻
七
十
三

・
列
伝
第
四
十
三

・
庚
亮

亮
在
武
昌
、
諸
佐
吏
般
浩
之
徒
、
乗
秋
夜
往
共
登
南
楼
、
俄
而
不
覚
亮
至
、
諸
人
将
起
避
之
。
亮
徐
日
、
諸
君
少
住
、
老
子
於
此
処

ワ

ニ

一

二

　

　

こ

　

　

　

　

興
復
不
浅
。
便
拠
胡
林
与
浩
等
談
詠
尭
坐
。
其
坦
率
行
己
、
多
此
類
也
。

　

こ

　

こ

　

　

こ

一

②

『北
史
』
巻
八
十
三

・
列
伝
第
七
十

一
・
文
苑

・
李
広

広
雅
有
櫨
識
、
度
量
弘
遠
、
坦
率
無
私
、
渦
t
流
所
慶
、
(下
略
)

③

『
旧
唐
書
』
巻

一
百
三
十

一
・
列
伝
第
八
十

丁

李
勉

勉

坦
率
素
淡
、
好
古
尚
奇
、
清
廉
簡
易
、
為
宗
臣
之
表
。

(下
略
)

こ

　

④

『宋
史
』
巻
四
百
七
十
九

・
列
伝
第

二
百
三
十
八

・
世
家
二

・
西
蜀
孟
氏

・
欧
陽
廻

週
性
坦
率
、
無
検
操
、
雅
善
長
笛
。
太
祖
常
召
於
偏
殿
、
令
奏
数
曲
。

(下
略
)

レ

ニ

一

　

こ

　

こ

こ

　

⑤

『遼
史
』
巻

一
百

・
列
伝
第
三
十

・
耶
律
彙
古

大
康
中
、
補
本
班
郎
君
、
累
遷
至
大
将
軍
。
性
坦
率
、
好
別
白
黒
、
人
有
不
善
、
必
尽
言
無
隠
、
時
号
強
業
古

。
(下
略
)

二

(渉

二

}

二

一

二

一

レ

レ

ニ

一

⑥

『分
門
集
註
杜
工
部
詩
』
巻
十

一

将
適
呉
楚
留
別
章
使
君
留
後
兼
幕
府
諸
公
。
得
柳
字

　

こ

　

こ

　

　

　

我
来
入
蜀
門
。
歳
月
亦
已
久
。
豊
惟
長
児
童
。
自
覚
成
老
醜
。
常
恐
性
坦
率
。
失
身
為
杯
酒
。
近
辞
痛
飲
徒
。
折
節

万
夫
後
。
(下
略
)

こ

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　　
　

⑦

『集
註
分
類
東
披
詩
』
巻
四

次
韻
定
慧
欽
長
老
見
寄
、
八
首

(第
三
首
目
)

こ

　

羅
浮
高
万
初
。
下
看
扶
桑
卑
。
黙
坐
朱
明
洞
。
玉
池
自
生
肥
。
従
来
性
坦
率
。
酔
語
漏
天
機
。
相
逢
莫
相
問
。
我
不
記
吾
誰
。

一

レ

ニ

一

ニ

レ

ニ

一

⑧

『集
註
分
類
東
披
詩
』
巻
十
八
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次
韻
答
王
輩

　

　

我
清
方
外
客
「
顔
如
硬
之
英
「
十
年
塵
土
窟
。

一
寸
泳
雪
清
。
鍋
来
従
曜我
遊
。
坦
率
提
頂
情
為
雇
我
無
促
憾
。
恋
此
山
水
清
。
新
祷

如
弾
丸
。
脱
手
不
暫
停
。
(下
略
)

　

　

こ

　

⑨

『
集
註
分
類
東
披
詩
』
巻
土
十

初
別
子
由

　

　

我
少
知
子
由
為
天
資
和
而
清
。
誕
学
老
益
堅
。
表
裏
漸
融
明
。
豊
独
為
著
弟
物

要
是
賢
友
生
。
逐
見
六
七
年
。

微
言
誰
与
凄
。
常
恐

坦
率
性
。
放
縦
不
自
程
。
会
合
亦
何
事
。
無
言
対
空
枠
。
使
人
之
意
消
。
不
善
無
由
萌
。
(下
略
)

　

こ

　

　

　

こ

　

(81
)

二

⑩

『
剣
南
詩
稿
』
巻
之
十
三

昼
寝
夢

一
客
相
過
。
若
有
旧
者
夷
粋
可
愛
。
既
覚
。
作
絶
句
記
之

　

　

　

　

　

　

　

夢

中
何
許
得
嘉
賓
。
対
影
胡
躰
岸
幅
巾
。
石
鼎
烹
茶
火
爆
栗
。
主
人
坦
率
客
情
真
。

　

　

こ

　

こ

　

　

　

こ
れ

ら
の
用
例
を
見
る
と
、
「坦
率
」
と
は
、
私
欲
に
捉
わ
れ
た
り
、
世
間
的
な
義
理
立
て
を
守
る
気
持
ち
が
な
く
、
さ

っ
ぱ
り
と
し
て

飾
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
素
朴
で
素
直
な
性
格
を
言
う
よ
う
で
あ
る
。
『辞
海
』
(中
華
書
局
刊
)
は

「坦
白
真
率
也
」
と
し

て
①

の
用
例
を
挙
げ

て
お
り
、
『辞
源
』
(商
務
印
書
館
刊
)
は

「謂
坦
易
真
率
也
」
と
し
て
②

の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
杜
甫
の
詩
に

「常
に
恐
る
、
性
、

坦
率
に
し
て
、
身
を
失
ふ
は
、
杯
酒

の
為
な
ら
む
こ
と
を
」

(⑥
)
、
蘇
載
の
詩
に

「従
来
、
性
、
坦
率
、
酔
語
、
天
機

を
漏
ら
す
。
相
遭

は
か

ひ

て
、

相

問

ふ

こ
と

莫

れ

、

我

、

吾

の
誰

な

る

か

を

記

せ

ず

」

(⑦

)
、

「
常

に

恐

る

、

坦

率

の
性

、

放

縦

、

自

ら

程

ら

ざ

る

を

」

(⑨

)

と

あ

る

よ
う

に

、

「
坦

率

」

で
あ

る

が

故

に
、
場

合

に

よ

っ
て

は

、
周

囲

を

顧

み

る

こ
と

な

く

自

分

の
思

い
通

り

に
行

動

し

、
失

敗

し

て

し

ま

　　

　

う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
『
四
河
入
海
』
巻
第
四
之
四
に
は
、
⑦
の
詩
に
関
し
て

「坦
率

白
云
、
短
慮
之
義
也
」
「坦
率

ハ
短
慮

ニ

シ
テ
、
率
爾
柳
爾
ナ
ル
ヲ
云
歎
」
、
同
じ
く

『
四
河
入
海
』
巻
第

二
十
之
四
に
は
、
⑨

の
詩
に
関
し
て

「坦
率

白
云
、
綾
翠
日
、
坦
言
平

　

　

　

坦
、
率

言
倉
率
也
。
毎
事
作
平
坦
看
、
不
渉
思
慮
也
」
「常
-
放
i

坂
言

ハ
、
我
稟
性

コ
ト
カ
坦
率

二
、
坦
平
々
ニ
シ
テ
、
倉
率
ナ
程

二
、

レ
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今
時
ノ
人
ノ
心

二
曲
節

ノ
有
ル
ヲ
モ
不
知
シ
テ
、
平
々
ト

マ
ツ
ス
ク
ナ
ト
心
得
テ
、

(下
略
)
」
と
い
う
注
が
付
さ
れ

て
い
る
。
義
堂
の
見

　

解
に
よ
る
と
、
多
少
は
義
満

へ
の
ご
機
嫌
取
り
の
気
味
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
絶
海
が
義
満
に
逆
ら

っ
た
の
も
、
絶
海

の

「坦
率
」

に
起
因
す
る
。
玉
村
氏
は
絶
海

の
性
格
を

「狂
猜
不
羅
」
と
評
し
、
彼
が
は

っ
き
り
し
た
主
体
性
の
持
ち
主
で
あ
る
と
見
な
し
て
お
ら
れ

た
が
、
絶
海
は

「坦
率
」
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
義
満
と

一
旦
反
目
し
合

っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
深
く
拘
泥
せ
ず
、
再
び
交
渉
を
持

つ
よ

う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
多
く
の
後
輩
僧
た
ち
が
絶
海

の
周
り
に
つ
ど

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

義
堂

が

「坦
率
」
と
い
う
語
を
用
い
た
こ
と
に

つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
芳
賀
幸
四
郎
氏

『
中
世
禅
林

の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関

す
る
研
究
』
(日
本
学
術
振
興
会
、
昭
三
一
)
等
を
見
て
も
、
当
時
の
禅
僧
が
、
多
く
の
漢
籍
ー
経
書

・
史
書
、
経
典

・
禅

書
、
詩
文
集
等
1
に

精
通
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
義
堂
に
関
し
て
も
同
様
で
、
た
と
え
ば

『
日
工
集
』
を
見
て
も
、
字
説
を
作
成
す
る
際
に

『
苦

書
』
に
用
例
を
求
め
た
り

(康
暦
二
年
九
月
+
日
条
)、
杜
詩
の
講
義
を
し
た
り
し
て
い
る

(応
安
五
年
七
月
三
日
条

.
永
徳
二
年
正
月
九
日
条
)。
彼

は
そ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て

「坦
率
」
と
い
う
語
を
知
り
、
自
身
の
語
彙
体
系

の
な
か
に
組
み
入
れ
て
い
た

の
で
あ

ろ
う
。
し
た
が

っ

て
、
そ

の
意
味

・
用
法
は
、
中
国
の
文
献
に
お
け
る
そ
れ
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お

わ

り

に

あ
る
人
間
の
人
間
像
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
人
の
ど

の
部
分
に
注
目
す
る
か
に
よ

っ
て
、
幾
通
り
も
の
人
間
像
が
形
成
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。
絶
海
に
お
い
て
も
、
堀
川
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
明
の
高
皇
帝
と
詩
を
唱
和
し
た
人
間
、
玉
村
氏
の
言
わ
れ

る
よ
う
に
将
軍
義
満

に
反
抗

し
た
人
間
、
そ
の
他
、
禅
道
修
行
に
精
進
し
た
人
間
、
弟
子
の
育
成

(講
釈
活
動
も
含
む
)
に
心
血
を
注

い
だ
人
間
、
詩
会
や
聯
句
会

に
参
加

し
た
人
間
等
々
で
あ
る
。
た
だ
し
、
絶
海
が
禅
僧

で
あ
る
と
同
時
に
、

「坦
率
の
性
」
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
を
見
失
う

と
、
各

々
の
絶
海
像
は

一
人
歩
き
し
て
し
ま
い
、
た
と
え
ば
作
品
解
釈
な
ど
に
誤
解
が
生
じ
か
ね
な

い
と
思
わ
れ
る
。
絶
海
の
詩
文
集

『
蕉
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堅
藁
』
に
は

[山
居
十
五
首
]
(三
四
)
を
は
じ
め
と
し
た
隠
逸
詩
も
あ
れ
ば
、
送
別
詩
や
哀
悼
詩
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
道
衛
は

『蕉

堅
藁
』

の
詩
風
を

「清
娩
哨
雅
に
し
て
、
性
情
の
正
よ
り
出
づ
」
(序
)と
評
し
て
い
る
が
、
わ
た
く
し
は
今
後
、
こ
の
評
言
と
、
今
回
考
察

　　

し
た
絶
海

の

「坦
率
の
性
」
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
絶
海

の
作
品
世
界
に
入

っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

注
(
1
)
玉
村

竹

二
氏

『
五

山
文
学

』

(日
本

歴
史
新

書

、

至
文
堂

、
昭

三
〇
)
、

一
八
九

～

一
九
〇

頁
。

(
2
)

引

用

は

『
大

正
新
修

大
蔵

経
』

第

八
十
巻

「続

諸
宗

部
」

に

よ
る
。

返
り

点
は

同
書

を
参
考

に
し

て
、
私

に
施

し
た

。

(
3
)

引

用
は

吉
川
幸

次
郎

氏

『
論
語

』
中

(中

国
古

典

選
4
、

朝

日
新

聞
社

、

昭

五
三
)

に
よ

る
。

(
4
)

引

用
は
寺

田
透

氏

・
水

野
弥
穂

子
氏

校
注

『
道

元
』

下

(日
本

思
想

大
系

13
、
岩

波
書

店

、
昭

四
七
)

に

よ
る
。

(
5
)

今
泉

淑
夫

氏

『
一
休

和
尚

年
譜

』

1

・
2

(東

洋
文

庫

側

・
脇
、
平

凡
社

、
平

一
〇
)
、
あ

と
が

き
。

(6
)

『
大

日
本
史

料
』
第

七
編

之

七

・
応
永

十

二
年

四
月

五

目
条
を
参

考

に
す

る
と
、
こ

の
二
書

の
ほ
か

に
も

、
『
兼

宣

公
記
』

(広
橋
兼

宣

著
)
、
『
康

富

記
』

(中

原
康
富

著
)
、
『
満

済
准

后

日
記
』

(満
済

著
)
、

『
看

聞

日
記
』

(後
崇
光

院
著

)
、

『
薩
戒

記
』

(中
山

定
親

著
)
、

『
建
内

記
』

(
万
里
小

路

時
房
著
)
、

『蔭

涼
軒

目
録
』

(季
硬

真
蘂

・
亀

泉
集
証
著

)
、
『
大
乗
院

寺
社
雑

事
記
』

(尋
尊

著
)
、

『碧

山
日
録
』

(太
極
著
)
、
『
庶
軒

日
録

』

(季

弘

大
叔

著
)
、
『
鹿

苑

日
録
』

(景
徐

周
麟

・
梅

叔
法

森

・
有
節

瑞
保

等
著

)
等

に
絶

海

の
名
前

が
見

え
る

。

(7
)
引
用

は
辻

善
之

助
氏

『
空

華

日
用

工
夫
略
集

』

(太
洋

社
、
昭

一
四
)
に

よ
る
。
返

り
点

は
蔭

木
英
雄

氏

『
訓
注

空

華

日
用

工
夫
略

集
』

(思

文

閣
出

版
、

昭

五
七
)

を
参

考

に
し

て
、
私

に
施

し
た

。

(8
)

朝
倉

尚
氏

「禅

林
聯

句
略

史
ー
義

堂

周
信

と
そ

の
前

後
ー

」

(『
抄

物

の
世
界

と
禅

林

の
文
学

』
所

収
、

清
文
堂

、

平

八
)
。

(9
)

引
用

は

『
五
山

文
学

全
集

』
第

二
巻

に
よ

る
。

返
り
点

は

同
書
を

参
考

に

し

て
、

私

に
施

し
た
。

(10
)

玉
村

氏

「空

華

日
工
集
考

」

(『
日
本

禅
宗

史

論
集

』
下

之

一
所

収
、

思
文

閣
出
版

、

昭
五

四
)

に
は
、

『
日

工
集
』

の
体

裁

に

つ
い
て
、

以
下

の
よ
う

に
纏

め
ら
れ

て
い
る
。

流

布
本

の
体

裁

流
布

本

の
内

容

は
、
正
中

二
年
閏

正
月

十
六

目
、
義

堂

の
誕
生

よ

り
、
嘉
慶

二
年

四
月

四

日
、
そ

の
示
寂

に

至
る
凡

そ

'
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六
十
四
年
間
に
亙
る
が
、
そ
れ
を
大
体
次
の
四
部
分
に
分
け
て
考
え
得
る
。

一
、
正
中
二
年
よ
り
暦
応
四
年
迄
。
義
堂
の
手
に
成
ら
ざ
る
部
分
。
義
堂
を
指
し
て

「師
」
と
い
い
、
義
堂

一
族
を
指
し
て

「其
族
」
と

言

っ
て
い
る
。
義
堂
の
逸
事
を
記
し
て
詳
か
で
あ
り
、
古
老
よ
り
の
聞
書
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
い
。

二
、
康
永
元
年
よ
り
貞
治
五
年
迄
。
こ
の
部
分
は
義
堂
の
手
に
成
る
事
は
明
か
で
あ
る
が
、
未
だ
日
記
体
で
は
な
く
、
自
暦
譜
体
の
追
憶

記
で
、
記
事
が
甚
だ
簡
単
に
し
て
、
殆
ど
日
付
に
係
け
て
な
い
。

三
、
貞
治
六
年
よ
り
嘉
慶
二
年
三
月
十

一
日
の
條
の
前
半
迄
。
こ
の
部
は
義
堂
の
真
の
日
記
で
あ
り
、
大
体
日
々
記
し
続
け
て
、
そ
の
病

篤
く
し
て
執
筆
不
可
能
に
陥
る
日
迄
に
及
ぶ
記
事
の
抄
出
で
あ
る
。
但
し
同
日
の
條
中
、
日
付
が
二
箇
所
あ

っ
た
り
、
前
後
す
る
両
日

の
記
事
の
順
序
が
転
倒
し
て
い
る
等
の
不
整
頓
も
あ
り
、
年
末
巻
末
に
追
抄
記
事
が
あ
る
。

四
、
嘉
慶
二
年
三
月
十

一
日
の
條
の
後
半
よ
り
同
年
四
月
四
日
迄
。
こ
の
部
は
義
堂
危
篤
に
よ
り
、
恐
ら
く
は
そ
の
門
弟
が
後
に
書
加
え

た
と
思
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
後
に
葬
送
仏
事

・
遺
旨
及
び
略
伝
の
附
記
が
あ
る
。

更
に
日
記
を
終

っ
た
後
に
、
義
堂
が
始
終
気
に
懸
け
て
い
た
、
先
師
夢
憲
疎
石
の
碑
銘

(宋
演
撰
)
及
び
之
が
将
来
に
関
す
る
縁
由
記
を
収

め
て
巻
末
を
飾

っ
て
い
る
。
四
巻
四
冊
。

(七
八
頁
)

引
用
は

『
五
山
文
学
全
集
』
第
三
巻
に
よ
る
。
返
り
点
は
私
に
施
し
た
。

引
用
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
(大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
三
六
)
に
よ
る
。
返
り
点
は
私
に
施
し
た
。

『常
光
国
師
行
実
』
(天
章
澄
或
著
)
に
は
、

(上
略
)
ぐ永
徳
)
三
年
癸
亥
。准
三
宮
天
山
相
公
溜
禅
空
心巧

朔
健
相
国
宝
坊
踊
追
請
韮
労
渦
乏
開
塊

智
覚
国
師
以
第
二
世
視
事
。
誌
幾

華

焉

相
公
顧
瀧

信
禅
踊

求
二寿

漢
翌

重
庵

信
蚤
癖

洞
鴬

磐

羨

.
因
轟
胃

方
今
多
士
縣

.惟
オ
徳
兼
全
.
堪
妙

選
者
。
漠
過
砒
郎
功
相
公
即
日
沼
現
府
中
コ
親
蜴
萄
帖
コ
冷
試
斧
洛
下
等
持
コ
至
徳
甲
子
也
。
明
年
遷
碗
苑
コ
三
年
丙
寅
。
五
十
九
。
頻

相
国
命
為
小
春
廿
六
日
開
堂
。
一
香
論
私
慈
供
売
相
公
遣
咄
三
会
信
衣
コ
守
塔
者
以
蔀
為
孫
。
執
鰹

津与
。故
師
拮
云
。信
心
已
熟
。
衣
添
復

伝
㍉
大
小
祖
師
不
知
機
権
物
論
。
訣
其
知
舌
月

師
看
誰
親
僅
三
霜
。
飛
楼
湧
殿
幻
咄
夜
摩
観
卑

辞
満
林
据
鹿
茄
明

(下
略
)

(『続
群
書
類
従
』
第
九
輯
下
。
返
り
点
は
私
に
施
し
た
)

【注
】
「准
三
宮
天
山
相
公
」
は
足
利
義
満
、
「正
覚
」
は
夢
窓
疎
石
、
「智
覚
国
師
」
は
春
屋
妙
苗
、
「慈
氏
信
禅
師
」
は
義
堂
周
信
の
こ
と
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で
あ

る
。

と
あ

り
、
空

谷
明
応

が

至
徳

二
年

〔
=
二
八

五
〕
と
、
相
国
寺

を

退

い
た

嘉
慶

二
年

〔
一
三
八

八
〕

四
月
十

五

日
直

後

の
二
度

、
鹿

苑

院
主

を
勤

め
た

こ
と

が
わ

か
る

。

(
14
)
作

品
番

号
は
蔭

木

氏

『
蕉

堅
藁

全
注

』

(清
文
堂

、

平

一
〇
)

に
よ

る
。

(
15
)
史
書

類

の
引

用

は
百
柄
本

二
十

四
史

所
収

本

に
よ

る
。

返
り
点

、
句

読
点

は
私

に
施

し
た

。

(
16
)
引

用
は

四
部

叢
刊

所
収
本

に
よ
る

。
返

り
点

は
続
国

訳
漢

文

大
成
本

を
参

考

に
し

て
、
私

に
施

し
た

。

(
17
)
引

用
は

四
部

叢
刊

所
収
本

に

よ
る

。
返

り
点

は
続
国

訳
漢

文

大
成
本

を
参

考

に
し

て
、
私

に
施

し
た

。

(
18
)
引

用
は

『
陸

放
翁
全

集

』

(中

華
書

局
)

に
よ

る
。

返
り

点
は

私
に
施

し
た

。

(19
)
引

用
は

中

田
祝

夫

氏
編

『
四
河

入
海

』

(抄

物

大
系

別
巻

、
勉
誠

社
)

に

よ
る
。

(
20
)

『
人
国
記

』
巻

之

下
に

は
、
以

下

の
よ
う
な

文
章

が
あ

る

。

土

佐

国

な
る
ほ
ど
ま
こと

す
べ

さ
む
ら
い

土
佐

の
国

の
風
俗
、
成
程

真

に
し

て
、
気

質

す
な

ほ
な

る
国

風
な

り
。

こ
れ

都

て
士

・
町
人

・
百
姓

に
至

る
ま

で
か

く

の
如

く
な

り
。
別

あ

か
わ

こお
り

し

て
土

佐

・
長
岡

・
吾

川

の
郡
か

く

の
如

く
な

り

。

さ
れ

ば

そ

の
気
質

は
鳥

獣

に
も

備

は
る
も

の
か

、
猿

も

こ

の
国

の
猿

は

別
し

て
仕
付

け

よ
き
な

り
。
さ

れ
ど

も
遠

国

に
し

て
、
そ

の
言
舌

か
た

す
　

卑

し
き

な

り
。
心

底
形

の
如

く
直

な
り

。

(岩

波
文
庫

)

絶
海

が

「
坦
率

の
性
」
を
形
成

す

る
に
あ

た

り
、
武

士

(津

野
氏
)

の
出

身

で
あ

る

こ
と

や
、
仏
道

修
行

に
錬

磨

し
た

こ
と
な

ど
も

そ

の
要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る
が

、
土

佐

の
津

野
に

生
ま

れ
、
幼
年
期

を

土
佐

の
風
土

に
育

ま
れ

な

が
ら
過

ご

し
た

こ
と
も

見
過

ご
す

こ
と

は

で
き
な

い
だ

ろ
う
。

※
引
用
本
文
に

つ
い
て
は
、
旧
字
体
や
異
体
字
を
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。


